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※※詳細詳細はは1717ページページ

意意先筆後先筆後    思い思いの言葉を墨にのせて思い思いの言葉を墨にのせて

八雲地域小中学生新年席書大会八雲地域小中学生新年席書大会
熊石地域児童生徒熊石地域児童生徒
新春書初め席書大会新春書初め席書大会

※詳細は17ページ

意先筆後  思い思いの言葉を墨にのせて

八雲地域小中学生新年席書大会
熊石地域児童生徒
新春書初め席書大会



　

平
成
28

年
分
の
所
得
税
額
お
よ

び
平
成
29

年
度
の
町
道
民
税
額
を

決
定
す
る
重
要
な
申
告
で
す
。
都

合
の
よ
い
会
場
で
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
た
場
合
は
、
町
道
民
税
の

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
告
が
必
要
な
方
】

　

平
成
29

年
1
月
1
日
現
在
、
八

雲
町
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
給
与
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
等

　

の
所
得
以
外
の
所
得
（
事
業
、

　

不
動
産
、
譲
渡
、
一
時
等
）
が

　

あ
る
方

②
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
所
得

か
ら
所
得
控
除
を
差
し
引
く
と

残
額
が
あ
り
、
税
金
が
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
な
い
方
、
ま
た
は

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
税
金
が

あ
り
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
な

い
方

③
公
的
年
金
等
の
所
得
の
み
で
、

　

所
得
か
ら
所
得
控
除
を
差
し
引

　

く
と
残
額
が
あ
る
方
（
年
金
収

　

入
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
年

　

金
以
外
の
所
得
が
20

万
円
以
下

　

の
方
は
、
確
定
申
告
は
必
要
な

　

い
で
す
が
、
町
道
民
税
の
申
告

　

は
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

④
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

　

齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
（
加

　

入
者
の
申
告
に
よ
り
適
正
な
保

　

険
税
等
の
算
出
を
し
ま
す
。
無

　

収
入
の
方
や
障
害
年
金
、
遺
族

　

年
金
等
の
非
課
税
年
金
の
み
を

　

受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
も
申
告

　

を
し
な
け
れ
ば
、
保
険
税
等
の

　

算
出
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
あ

　

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告

　

を
お
願
い
し
ま
す
）
。
た
だ
し
、

　

収
入
が
年
金
ま
た
は
給
与
の
み

　

の
方
は
申
告
を
す
る
必
要
が
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

　

番
号
）の
記
載
が
始
ま
り
ま
す
】

　

今
回
の
申
告
か
ら
、
申
告
す
る

方
や
扶
養
親
族
の
方
な
ど
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
を
提
出
す
る
際

は
申
告
者
本
人
の
「
本
人
確
認
書

類
」の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。
申
告
で
使
用
す
る
本

人
確
認
書
類
は
下
記
の
も
の
で
す
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

・
収
入
が
わ
か
る
書
類
（
給
与
や

　

年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
仕
入
れ

　

お
よ
び
売
上
帳
簿
等
）

・
所
得
控
除
に
関
す
る
書
類
（
国

　

民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

　

や
領
収
書
、
小
規
模
企
業
共
済

　

掛
金
等
控
除
証
明
書
、
生
命
保

　

険
料
や
個
人
年
金
の
控
除
証
明

　

書
、
地
震
保
険
料
や
旧
長
期
損

　

害
保
険
料
の
控
除
証
明
書
、
医

　

療
費
の
領
収
書
、
寄
付
金
の
領

　

収
書
、
障
害
者
手
帳
等
）

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・
前
年
の
申
告
書
控
え

（
有
る
場
合
）

※
八
雲
税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告

　

の
お
知
ら
せ
」（
確
定
申
告
書

　

等
）
が
届
い
て
い
る
方
は
忘
れ

　

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
還
付
申
告
に
つ
い
て
】

　

確
定
申
告
が
必
要
な
い
方
で

も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予

定
納
税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ

に
な
っ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
年

末
調
整
に
よ
る
所
得
税
の
精
算

後
、
新
た
に
所
得
控
除
を
受
け
る

場
合
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
（
還
付
申
告
）
に
よ
り
税
金

が
還
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
還
付
申
告
は
既
に
八
雲

税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
へ
】

　

譲
渡
所
得
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
申
告
に
時
間
が
か
か
る
た
め

八
雲
税
務
署
へ
引
き
継
ぐ
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

所
得
税
・
町
民
税
・
道
民
税
の

　
　

申
告
相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す

近
く
の
会
場
で
お
早
め
に

2月16日E

3月15日D

◎申告で使用する本人確認書類

①番号確認書類 および ②身元確認書類

※マイナンバーカードをお持ちでない方は、申告書に①と②の写しの添付が必要となります。
　なお、申請会場でコピーはできませんので、事前の準備をお願いします。

本人確認書類

マイナンバーカード（個人番号カード）
※写しを添付する場合には、表面および裏面の写しが必要です。

番号確認書類
《ご本人のマイナンバー
　を確認できる書類》

①

②

＋

マイナンバーカード
をお持ちの方

マイナンバーカード
をお持ちでない方

●通知カード
●住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
（マイナンバーの記載があるものに限ります）
　などのうち、いずれか1つ

身元確認書類
《記載したマイナンバー
　の持ち主であることを
　確認できる書類》

●運転免許証
●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●身体障害者手帳
●在留カード　などのうち、いずれか1つ

広報 ���  2月号　2



平成２9年度（平成２8年分）申告相談日

16日（木）

17日（金）

20日（月）

21日（火）

22日（水）

23日（木）

24日（金）

27日（月）

28日（火）

1日（水）

2日（木）

3日（金）

6日（月）

7日（火）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

１０：００～１６：００

10：0０～１６：００

9：3０～16：００

9：3０～20：００

9：3０～１６：００

１０：００～１5：００

１０：００～１５：００

１０：００～１6：００

１０：００～１6：００

10：0０～１2：００

１０：００～１4：００

１０：００～１2：００

１０：００～１2：００

１０：００～１5：００

10：0０～１6：００

9：3０～16：００

９：３０～20：００

９：３０～15：００

９:３０～１4:００

９:３０～１4:００

９:３０～１4:００

９:３０～１1:3０

13:3０～１4:3０

９:３０～１4:００

９：３０～１5：００

９：３０～１2：００

９：３０～１0：3０

13：0０～１5：００

9：３０～１4：0０

9：3０～１５：００

９：３０～１5：００

９：３０～１1：００

13：0０～１5：００

９：３０～１1：００

13：0０～１5：００

9：3０～１2：００

9：3０～１4：００

東部生活館

役場第1・2会議室

落部町民センター

八雲町民センター

黒岩会館

野田生会館

山越中央会館

栄浜会館

落部町民センター

東部生活館

役場第1・2会議室

相 談 日
受付時間

八　雲　地　域 熊　石　地　域

会　　　　場

折戸振興会館

相沼母と子の家

総合センター

総合センター

折戸振興会館

熊石総合支所

泊川児童館

泊川児童館

見日生活改善センター

鮎川生活館

平生活改善センター

熊石総合支所

熊石総合支所

畳岩振興会館

鳴神生活改善センター

西浜振興会館

関内生活改善センター

総合センター

熊石総合支所

会　　　　場 対象地区受付時間

２　
　
　

月

３　
　
　

月

折戸全域

2相沼･3相沼

4相沼･館平

白色漁業

白色農業

白色漁業

1泊川・2泊川

3泊川

見日全域

鮎川全域

平全域

根崎全域

雲石全域

畳岩全域

鳴神全域

西浜全域

関内全域

熊石地域（全域）

熊石地域（全域）

申告書は、国税庁ホームページで作成できます

e-Taxでの申告に際してのご注意

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で、ご自宅のパソコン等から申告書を作成する

ことができます。

　当コーナーでは、給与所得者または年金所得者の方向けの申告書作成画面をご用意しています。

初めての方でも操作がしやすい画面となっておりますので、ぜひご利用ください。

　作成した申告書は、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタを準備すれば「e-Tax（電子申

告）」を利用して提出できます。また、印刷して郵送等により提出することもできます。

　詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

・八雲税務署  ☎0137－63－2148　・八雲町役場財務課課税第一係 ☎0137－62－2114

・熊石総合支所地域振興課税務係 ☎01398－2－3111

　e-Taxで申告をする場合、電子証明書が必要となりますが、住民基本台帳カードに搭載されている電子証

明書の有効期限は取得後3年となっています（住民基本台帳カードに記載されている有効期限（10年）は電子

証明書のものではありません）。有効期限が過ぎている場合は、マイナンバー（個人番号）カードの取得と

e-Taxへの再登録が必要です。再登録の手続きについては、八雲税務署へお問い合わせください。

（注）住民基本台帳カードの電子証明書は、有効期間内であれば、新たにマイナンバーカードの交付を受け

るまで、引き続きe-Taxでご利用いただけます。

【問い合わせ先】・八雲税務署  ☎0137－63－2148

問い合わせ先
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区　　　　分

4月1日に、すでに減免要件に

該当している方

年度の途中で減免要件に該当

する方

減免自動車を入れ替える方

自動車取得税

申　請　期　限

自動車登録日の2ヶ月後

自動車登録日の2ヶ月後

自動車税の納期限（5月31日）

要件に該当することになった日の

2ヶ月後

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
身
体
障

害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
左
記
の
要
件
を
満
た
し
、
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
の
交
付

基
準
に
準
ず
る
と
認
定
さ
れ
た
場

合
に
は
、
確
定
申
告
等
を
す
る
際

に
、
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

町
で
は
、
対
象
者
と
認
定
さ
れ

る
方
ま
た
そ
の
扶
養
者
に
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
請
す
る
必
要
が
な
い
方
】

　

対
象
者
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養

者
が
非
課
税
で
申
告
等
の
必
要
が

な
い
場
合
は
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
対
象
】

１
．
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
方

　

す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
等
で

控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
も
、
手

帳
と
認
定
書
の
区
分
（
障
害
者
・

特
別
障
害
者
）
が
違
う
場
合
、
控

税金の

各種控除に

関する

お知らせ

除
額
の
多
い
方
で
申
告
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

２
．
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

・
要
介
護
認
定
に
よ
り
要
介
護
1

　

以
上
と
認
定
さ
れ
て
い
て
、
そ

　

の
認
定
資
料
（
主
治
医
意
見
書

　

ま
た
は
認
定
調
査
票
）
か
ら
次

　

の
状
態
が
確
認
で
き
る
方

　

①
寝
た
き
り　

②
準
寝
た
き
り

　

③
重
度
の
認
知
症

　

④
軽
・
中
度
の
認
知
症

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も

　

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
ら
な

　

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
医
師
の
診
断
書
等
に
よ
り
、
身

　

体
障
害
者
手
帳
1
〜
6
級
、
療

　

育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
に
準
ず
る
と
認

　

め
ら
れ
る
方

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　

お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対

象
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
医
師
の

発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
で
す
が
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
方
は
、
町
が
交
付
す

る
「
お
む
つ
使
用
の
確
認
書
」
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
お
む
つ
代
に
つ
い
て
、
医
療
費

　

控
除
を
受
け
る
の
が
2
年
目
以

　

降
の
方
（
初
め
て
控
除
を
受
け

　

ら
れ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医

　

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
）
。

②
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者

で
、
主
治
医
意
見
書
に
「
寝
た

き
り
度
Ｂ
1
以
上
」
か
つ
「
尿
失

禁
あ
り
」
の
記
載
が
あ
る
方
。

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

所
得
税
・
町
道
民
税
の

　
　
　
　

所
得
控
除
関
係

自
動
車
税
等
の
軽
減
制
度

　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
自

動
車
税
課
税
免
除
制
度
が
、
減
免

制
度
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
期
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
！
】

　

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次

の
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
す
。 
 

 

 

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
当
該
年

度
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ず
、
翌
年

度
分
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
課
税
免
除
を
受
け
て
い

る
方
で
、
使
用
状
況
等
に
変
更
が

な
い
場
合
は
、
減
免
と
し
て
継
続

し
ま
す
の
で
申
請
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

自
動
車
税
課
税
課

　

☎
0
1
1
│
7
4
6
│
1
1
9
4

・
渡
島
総
合
振
興
局
納
税
課

　

収
納
管
理
係　

　

☎
0
1
3
8
│
47
│
9
4
5
2

※
詳
細
は
北
海
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.h

o
k
k
a
id

o
.

lg
.jp

/sm
/z

im
/in

d
e
x
.h

tm
 

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

に
使
用
す
る
自
動
車
の
自

動
車
税
等
の
軽
減
制
度
が

変
わ
り
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
発
行
に
つ
い
て

医
療
費
控
除
関
係

お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
の
た
め
の

確
認
書
発
行
に
つ
い
て

自
動
車
税
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平
成
29

年
1
月
1
日
以
降
に
購

入
し
た
ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品

（
平
成
28

年
12

月
時
点
で
約
1
，

5
0
0
品
目
）
の
購
入
代
金
は
、

次
の
記
載
に
該
当
す
る
場
合
は
、

医
療
費
控
除
の
特
例
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
特
例
は
、
現
行
の
医

療
費
制
度
と
併
せ
て
の
適
用
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
願
い
ま
す

（
い
ず
れ
か
を
選
択
）
。

【
特
例
控
除
の
内
容
】

　

ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品
の
購

入
費
が
、
そ
の
年
1
2
，
0
0
0

円
を
超
え
る
と
き
に
、
そ
の
超
え

る
部
分
の
金
額
（
上
限
：
8
8
，

0
0
0
円
）
を
所
得
金
額
か
ら
控

除
す
る
制
度
で
す
。

【
特
例
適
用
の
時
期
】

・
平
成
29

年
1
月
1
日
〜

　

平
成
33

年
12

月
31

日
ま
で
に
購

　

入
し
た
分
が
対
象
で
す
。

・
所
得
税
の
平
成
29

年
分
申
告　

　

（
町
道
民
税
で
は
平
成
30

年
度

　

課
税
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
29

年
2
月
か
ら
開
始
の
確

定
申
告
に
は
直
接
関
係
し
ま
せ

ん
が
、
制
度
適
用
を
お
考
え
の

方
は
、
領
収
証
の
保
管
の
ほ

か
、
必
要
な
取
り
組
み
の
実
施

に
つ
い
て
ご
留
意
願
い
ま
す
。

【
利
用
す
る
た
め
の
注
意
】

　

医
薬
品
の
購
入
の
ほ
か
、
健
康

保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
へ

の
一
定
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市

町
村
・
保
険
者
・
職
場
が
実
施
す

る
健
康
診
査
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
本
特
例
制
度

に
定
め
ら
れ
た
取
り
組
み
の
一
つ

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
取
り
組
み
が
必
要
な
方
は
、
確

　

定
申
告
を
行
う
方
で
す
。
世
帯

　

員
全
員
が
取
り
組
む
必
要
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

【
手
続
に
必
要
な
書
類
等
】

　

確
定
申
告
の
際
、
次
の
書
類
の

添
付
が
必
要
で
す
。

①
医
薬
品
購
入
に
係
る
領
収
証

（
レ
シ
ー
ト
）
の
原
本

　

（
ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品
で

　

あ
る
こ
と
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

領
収
証
の
受
け
取
り
の
際
に
必

　

ず
確
認
願
い
ま
す
）

②
対
象
と
な
る
取
り
組
み
に
係
る

領
収
書
（
原
本
）
ま
た
は
実
施
機

関
か
ら
送
付
さ
れ
る
結
果
通
知

書
（
写
し
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
務
課
課
税
第
一
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
4

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
暫
定

的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策

分
）
を
実
施
し
ま
す
。

【
給
付
の
対
象
者
】

　

平
成
28

年
度
分
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方

が
対
象
で
す
。

※
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
対

象
外
で
す
。

①
あ
な
た
を
扶
養
し
て
い
る
方

が
平
成
28

年
度
分
の
市
町
村

民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
る
場
合

②
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

と
な
っ
て
い
る
場
合

（
平
成
28

年
1
月
2
日
〜
10

月

1
日
ま
で
の
間
に
保
護
の
廃

止
ま
た
は
停
止
と
な
っ
た
方

を
除
く
）
な
ど

【
支
給
金
額
】

　

支
給
対
象
者

1
人
に
つ
き
1
万
5
千
円

【
申
請
書
】

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
の
い
る

世
帯
の
世
帯
主
様
宛
に
、「
町
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の

お
知
ら
せ
」
を
同
封
し
て
、
平
成

29

年
3
月
3
日
（
金
）
よ
り
順
次

発
送
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

①
郵
送
で
の
申
請

　

返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く

　

だ
さ
い
（
申
請
書
等
の
送
付

　

の
際
に
同
封
し
ま
す
）
。

・
世
帯
全
員
分
の
本
人
確
認
書

類
の
写
し
（
健
康
保
険
証
・
運

転
免
許
証
な
ど
）
、
振
込
先
金

融
機
関
口
座
通
帳
等
の
写
し

を
必
ず
同
封
願
い
ま
す
。

②
窓
口
で
の
申
請

　

役
場
お
よ
び
各
支
所
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
世
帯
全
員
分
の
本
人
確
認
書

類
（
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許

証
な
ど
）
、
振
込
先
金
融
機
関

口
座
通
帳
等
（
い
ず
れ
も
写
し

可
）
を
提
示
願
い
ま
す
。

【
申
請
受
付
期
間
】

　

平
成
29

年
3
月
6
日
（
月
）
〜

　

平
成
29

年
6
月
6
日
（
火
）

※
原
則
3
か
月
間

【
支
給
方
法
】

　

原
則
、
申
請
者
（
世
帯
主
）
が

指
定
す
る
金
融
機
関
口
座
に
世

帯
全
員
分
の
給
付
金
を
振
り
込

む
こ
と
と
し
ま
す
。

【
基
準
日
】

　

平
成
28

年
1
月
1
日

【
代
理
に
よ
る
申
請
・
受
給
】

　

代
理
に
よ
る
申
請
・
受
給
が

行
え
る
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
と
な
り
ま
す
（
申
請
の
み

の
代
理
も
可
能
）
。

・
支
給
対
象
者
の
属
す
る
世
帯

の
世
帯
員

・
法
定
代
理
人
（
成
年
後
見

人
、
代
理
権
付
与
の
審
判
が

な
さ
れ
た
保
佐
人
・
補
助
人

等
）

・
親
族
そ
の
他
の
平
素
か
ら
対

象
者
本
人
の
身
の
回
り
の
世

話
を
し
て
い
る
方
等
で
八
雲

町
長
が
特
に
認
め
る
方

【
そ
の
他
】

　

詳
細
は
、
申
請
書
等
に
同
封

す
る
「
お
知
ら
せ
書
類
」
に
よ
り

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の

ご
案
内

ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品
を
購
入
し
た
方
へ
の

医
療
費
控
除
の
特
例（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）

に
つ
い
て
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

【対象者】
　本人または保護者が八雲町民で高
校・高等専門学校・大学（短大含む）
および専修学校に在学または進学を
希望する者であって成績優秀な者。

【手続き・受付期間】
　３月末日までに教育委員会に願書
を提出してください。願書は、教育
委員会、町内の中学校および高等学
校にあります。

【奨学金】
高校生 10，000円（月額）
高専生 15，000円（月額）
大学生・短大生 20，000円（月額）
専修学校生
　高等課程 10，000円（月額）
　専門・一般課程 20，000円（月額）

※卒業後１年据置10年割賦償還

　有用な人材育成を目的
とし、向学心に燃え能力
が十分ありながら、経済
的理由により就学困難な
高校生・大学生等に奨学
金を貸し付けする。

【対象者】
　将来、八雲町内で農・漁業の自営
を後継しようとする者で、高校の農
業・水産課程または大学・短大の
農・漁業に関する学部・学科に在学
または進学予定の者。
　また、商工業の後継者で大学・短
大に在学または進学予定の者。

【手続き・受付期間】
　同　上

【奨学費】
高校生・高専生 10，000円（月額）
大学生・短大生 20，000円（月額）
※卒業後に補助を受けた２倍の期間を
　八雲町内で自営の農漁業および商
　工業に従事した場合は、奨学費の
　返還が免除されます。

　八雲町における農漁業
および商工業の振興のた
め、後継者の育成、確保
を図るため、奨学費を補
助する。

対象者・手続き・受付期間内　容
目　的項目

種 類 お よ び 金 額
区分

高

等

学

校

・

大

学

関

係

奨
学
金
貸
付
制
度

農
漁
業
お
よ
び
商
工
業
後
継
者

養
成
奨
学
費
補
助
制
度

　

町
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
や
農
漁
業
お
よ
び
商
工
業
の

後
継
者
の
た
め
に
、
奨
学
金
制
度

を
設
け
て
、
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

下
記
の
貸
付
制
度
の
内
容
を
確
認

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
、
奨
学
金
制
度
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
別
途
、
継
続
手
続
き

の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

1

０
１
３
7
―
63

―
3
1
3
1

・
熊
石
教
育
事
務
所

　

1

０
１
３
9
8
―
2

―
3
1
1
1

町の町の

奨学金貸付制度奨学金貸付制度をを
ご活用くださいご活用ください

町の

奨学金貸付制度を
ご活用ください

病院奨学金貸付制度については、病院奨学金貸付制度については、

広報やくも12月号をご覧ください！広報やくも12月号をご覧ください！

病院奨学金貸付制度については、

広報やくも12月号をご覧ください！

　

長
坂
さ
ん
は
、
平
成
4
年
1
月

に
旧
熊
石
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
に
選
任
さ
れ
て
以
来
24

年
余
り

に
わ
た
り
、
選
挙
の
公
正
か
つ
適

正
な
管
理
執
行
に
努
め
、
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
貢
献
し
て
お
り
、

現
在
も
八
雲
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
功
績
や
第
24

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
適

正
な
選
挙
の
推
進
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰

長

坂
　

久
さ
ん

（
熊
石
根
崎
町
）

な
が

さ
か

ひ
さ
し

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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〈
広
告
〉

【
肺
炎
は
八
雲
町
の
死
因
第
3
位
】

　

亡
く
な
る
方
の
約
95

％
が
加
齢

と
と
も
に
免
疫
力
が
弱
ま
っ
て
い

る
65

歳
以
上
の
方
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
、
特
に
感
染
症
が
流

行
す
る
た
め
、
肺
炎
に
罹
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
肺
炎
予
防
に
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
効
果
的
で
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は

　
　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
？
】

　

去
年
4
月
に
、
今
年
度
対
象
者

の
方
に
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
期
限
は
3
月
31

日
ま
で
に

接
種
さ
れ
た
方
で
す
。
期
限
を
過

ぎ
る
と
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
今
年
度
対
象
者
の
方
で

書
類
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発

行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
平
成
28

年
度
中
に
左
記
の
年
齢

と
な
る
方

②
予
防
接
種
実
施
日
に
60

歳
以
上

65

歳
未
満
の
方
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
（
心
臓
、
腎
臓
、

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
障
が
い
に
限

る
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
過
去
に
1
回
で
も
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

の
接
種
を
受
け
た
方
は
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

高
齢
者
等
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

昭
和
26
年
4
月
2
日
〜
昭
和
27
年
4
月
1
日

昭
和
21
年
4
月
2
日
〜
昭
和
22
年
4
月
1
日

昭
和
16
年
4
月
2
日
〜
昭
和
17
年
4
月
1
日

昭
和
11
年
4
月
2
日
〜
昭
和
12
年
4
月
1
日

昭
和
6
年
4
月
2
日
〜
昭
和
7
年
4
月
1
日

大
正
15
年
4
月
2
日
〜
昭
和
2
年
4
月
1
日

大
正
10
年
4
月
2
日
〜
大
正
11
年
4
月
1
日

大
正
5
年
4
月
2
日
〜
大
正
6
年
4
月
1
日

65
歳

70
歳

75
歳

80
歳

85
歳

90
歳

95
歳

1
0
0
歳

年　
　

齢

生　

年　

月　

日

【申し込み・問い合わせ先】八雲町子育て支援センター　　　　　　　10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

【内容】

　フォトフレームにビーズなどで飾り付けをし

ます。かわいらしいオリジナルフォトスタンド

にお子さんの写真を飾りましょう！

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

【日時】2月21日（火）午前10時～11時30分

【場所】子育て支援センター（相生町29－9）

【定員】15組（定員になり次第締め切ります）

【材料費】150円

　　　　（当日集金。持ち物はありません）

【申込期限】2月17日（金）まで

あそびの広場④

赤ちゃんといっしょY

スマイル育児教室⑧

オリジナルフォトスタンドを

つくろう
【内容】

　赤ちゃんと一緒に歌遊び、おもちゃ遊びを楽

しみます。赤ちゃんを子育て中のママ同士で交

流を深めましょう。

【対象】0歳のお子さんと保護者の皆さん

【日時】2月23日（木）

　　　　午前10時～11時30分

【場所】シルバープラザ　福祉室

【定員】15組（定員になり次第締め切ります）

【申込期限】2月21日（火）まで

　町長と話したい、町長の考えを聞いてみたいと思っている
町民の方との懇談会を開催しています。
◆人　　数  ５名以上（団体、個人は問いません）
◆懇談時間　概ね１時間程度
◎希望の開催日時と会場を事前にお知らせください。
　（こちらから伺います）随時、受け付けしています。
※日程は、町長の公務日程と調整させていただきます。
◆申 込 先
　企画振興課協働推進係 ☎0137－62－2300
　地域振興課まちづくり推進係 ☎01398－2－3111

町長との懇談会 いつでもOK
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〈
広
告
〉

・病院、各施設からの直接安置等、ご相談下さい

・町外からの搬送もお引き受けいたします

・自宅や寺院・会館を利用しての葬儀全てお任せ

　下さい

〒049－3102 北海道二海郡八雲町東町247－1

電話 0137－64－2855　FAX 0137－66－5015

　

八
雲
町
都
市
計
画
審
議
会
は
、

用
途
地
域
等
の
土
地
利
用
に
関
す

る
こ
と
や
、
道
路
・
公
園
等
の
都

市
施
設
、
市
街
地
再
開
発
事
業
、

土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
八
雲

町
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
審
議
等

を
行
う
審
議
会
で
す
。

【
日
時
】
2
月
28

日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10

時
〜

【
場
所
】
八
雲
町
役
場　

3
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
控
室

【
内
容
】

・
会
長
お
よ
び
会
長
代
理
の
選
任

　

に
つ
い
て

・
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
5

　

八
雲
町
介
護
保
険
事
業
運
営
委

員
会
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

指
定
等
に
つ
い
て
八
雲
町
の
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
向
け

た
検
討
を
行
う
委
員
会
で
す
。

　

八
雲
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
等

に
必
要
な
事
項
を
協
議
し
、
適

正
、
公
正
か
つ
中
立
な
運
営
を

図
っ
て
い
る
か
評
価
を
行
う
協
議

会
で
す
。

【
日
時
】
2
月
28

日
（
火
）

午
後
1
時
30

分

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

第
1
・
2
会
議
室

【
内
容
】

○
平
成
28

年
度
第
3
回
八
雲
町
介

　

護
保
険
事
業
運
営
委
員
会

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

　

業
所
の
整
備
に
つ
い
て

○
平
成
28

年
度
第
2
回
八
雲
町
地

　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

　

議
会

・
認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施
に
つ
い
て

・
総
合
事
業
に
お
け
る
介
護
予
防

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　

八
雲
町
公
民
館
運
営
審
議
会

は
、
公
民
館
生
涯
学
習
講
座
や
利

用
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

八
雲
町
社
会
教
育
委
員
会
議
は

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
を
立

案
し
、
教
育
委
員
会
に
意
見
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
関
係

団
体
や
指
導
者
に
対
し
て
指
導
や

助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
3
月
3
日
（
金
）

午
後
6
時
30

分
〜

【
場
所
】
八
雲
町
公
民
館

【
内
容
】

○
公
民
館
運
営
審
議
会

・
八
雲
町
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

の
実
施
報
告
お
よ
び
開
催
計

画
、
八
雲
町
公
民
館
利
用
状
況

に
つ
い
て

○
社
会
教
育
委
員
会
議

・
社
会
教
育
課
、
熊
石
教
育
事
務

所
所
管
事
業
実
施
報
告
お
よ
び

計
画
案
、
各
部
会
活
動
に
つ
い

て
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
公
民
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

八
雲
町
都
市
計
画
審
議
会

を
開
催
し
ま
す

　

熊
石
国
保
病
院
運
営
委
員
会

は
、
熊
石
国
保
病
院
の
事
業
計
画

お
よ
び
施
設
に
関
す
る
こ
と
や
そ

の
他
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議

し
ま
す
。

【
公
募
人
数
】
1
名

【
応
募
資
格
】

　

八
雲
町
に
お
住
ま
い
で
、
平
成

29

年
3
月
1
日
現
在
で
満
20

歳
以

上
の
方

【
任
期
】

　

平
成
29

年
3
月
1
日
〜

　
　

平
成
31

年
2
月
28

日
ま
で

【
開
催
日
数
】
年
2
回
程
度

【
報
酬
】
日
額
5
，
6
0
0
円

【
応
募
方
法
】

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
、

熊
石
国
保
病
院
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
記
載
事
項
：
住
所
、
氏
名
、
性

　

別
、
生
年
月
日
、
職
業
（
勤
務

　

先
）
、
電
話
番
号　

【
選
考
方
法
】

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

2
月
3
日
（
金
）
〜
24

日
（
金
）

必
着　

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
国
保
病
院
庶
務
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
5
5
5

八
雲
町
公
民
館
運
営
審
議

会
お
よ
び
社
会
教
育
委
員

会
議
を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
介
護
保
険
事
業
運

営
委
員
会
お
よ
び
八
雲
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
を
開
催
し
ま

す

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します

熊
石
国
保
病
院
運
営
委
員

を
公
募
し
ま
す
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【
共
通
事
項
】

1
．
提
出
で
き
る
方

（
1
）
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
2
）
住
所
を
有
し
て
い
な
く
て

　

も
、
町
内
の
事
業
所
で
働
い
て

　

い
る
方
、
ま
た
は
学
ん
で
い
る

　

方
（
3
）
町
内
で
活
動
す
る
法
人
、

　

団
体

（
４
）
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い

な
く
て
も
、
八
雲
町
か
ら
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
を

受
け
て
い
る
方
（
八
雲
町
移
動

支
援
事
業
実
施
要
綱
改
正
（
案
）

の
み
）

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
．
留
意
事
項

　

意
見
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

書
面
に
必
ず
住
所
、
氏
名
、
（
法

人
、
そ
の
他
団
体
の
場
合
は
、
名

称
お
よ
び
代
表
者
名
）
、
電
話
番

号
を
記
載
願
い
ま
す
。
記
載
が
な

い
場
合
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
1
│
（
2
）
」
に
該
当

す
る
方
は
事
業
所
名
ま
た
は
学
校

等
の
名
称
を
記
載
願
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
は
、
本
件
の
内
部
管

理
に
の
み
使
用
し
ま
す
。
意
見
提

出
お
よ
び
検
討
結
果
の
公
表
に
あ

た
っ
て
は
、
個
人
情
報
を
公
表
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
．
改
正
の
趣
旨

　

外
出
や
移
動
が
困
難
な
障
が
い

者
に
対
し
て
ヘ
ル
パ
ー
が
付
き
添

い
、
介
助
を
行
う
「
移
動
支
援
事

業
」
は
、
既
に
八
雲
町
移
動
支
援

事
業
実
施
要
綱
と
し
て
制
度
化

し
、
運
用
し
て
い
ま
す
が
、
主
に

次
の
２
点
を
改
善
す
る
こ
と
を
主

旨
と
し
て
こ
の
要
綱
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

①
通
学
や
通
所
に
利
用
で
き
な
い

　

こ
と

②
対
象
者
に
偏
り
が
あ
る
こ
と

2
．
意
見
の
募
集
期
間

　

2
月
6
日
（
月
）
〜

　
　

3
月
6
日
（
月
）

3
．
資
料
の
入
手
方
法

①
次
の
場
所
へ
の
備
え
付
け

・
八
雲
町
役
場
住
民
生
活
課

・
保
健
福
祉
課

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.y
a
k
u
m
o

.lg.jp
/m
o
d
u
les/ch

o
sei/

co
n
ten
t0
3
6
7
.h
tm
l

4
．
提
出
方
法

①
書
面
の
持
参

（
3
│
①
備
え
付
け
場
所
と
同
様
）

②
郵
送

　

〒
0
4
9
│
3
1
1
7

　

栄
町
13
番
地
1
（
シ
ル
バ
ー
プ

　

ラ
ザ
内
）
保
健
福
祉
課　

宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス　

④
電
子
メ
ー
ル

　

h
o
k
en
@
to
w
n
.yak
u
m
o.lg.jp

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
て
い
ま
せ
ん
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　

5

0
1
3
7
│
63
│
4
4
1
1

1
．
策
定
の
趣
旨

　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
は
、
都

道
府
県
知
事
が
策
定
す
る
地
域
森

林
計
画
の
対
象
と
な
る
民
有
林
を

有
す
る
市
町
村
に
お
い
て
、
5
年

ご
と
に
作
成
す
る
10
年
間
の
計
画

で
あ
り
、
市
町
村
に
お
け
る
森
林

関
連
施
策
の
方
向
や
森
林
所
有
者

が
行
う
伐
採
や
造
林
等
の
森
林
施

業
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
て
い

る
も
の
で
す
。

　

八
雲
町
で
は
、
道
が
定
め
た
平

成
27
年
度
を
計
画
始
期
と
す
る
10

年
間
の
森
林
整
備
の
方
針
を
ま

と
め
た
八
雲
町
森
林
整
備
計
画
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

道
が
定
め
る
渡
島
檜
山
地
域
森

林
計
画
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
当

該
計
画
に
適
合
す
る
よ
う
に
八
雲

町
森
林
整
備
計
画
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

2
．
意
見
の
募
集
期
間　

　

2
月
3
日
（
金
）
〜

　
　

3
月
3
日
（
金
）

3
．
資
料
の
入
手
方
法

①
次
の
場
所
へ
の
備
え
付
け

・
八
雲
町
役
場
農
林
課

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.y
a
k
u
m
o

.lg.jp
/m
o
d
u
les/ch

o
sei/

co
n
ten
t0
3
6
7
.h
tm
l

4
．
提
出
方
法

①
書
面
の
持
参

（
3
│
①
備
え
付
け
場
所
と
同
様
）

②
郵
送

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　

八
雲
町
役
場
農
林
課
林
業
係
宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス　

④
電
子
メ
ー
ル

　

n
o
rin
@
to
w
n
.y
ak
u
m
o
.lg.jp

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
て
い
ま
せ
ん
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
林
業
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
1
4
9

八雲町自治基本

条例第14条の規

定に基づき、

町民皆様から

広く意見を

公募します

八
雲
町
森
林
整
備
計
画
変

更
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て

八
雲
町
移
動
支
援
事
業
実
施

要
綱
の
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

　平成29年度および30年度に八雲町が
発注する建設工事等の入札に参加する
方に必要な「資格審査申請書」を次の
日程で受け付けます。

【受付期間】

　2月1日（水）～28日（火）
　午前9時～午後5時
　（ただし、土・日・祝日を除く）
【申請に必要な書類】

　町のホームページで確認してください。
【受付・問い合わせ先】

　建設課管理係

　☎0137－62－2115

平成29・30年度

建設工事等に係る
入札参加資格申請の
受付について
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町
で
は
、
町
有
バ
ス
を
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
り
払
い
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

「
町
有
バ
ス
売
却
説
明
書
・
申

請
書
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
八
雲
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

1
．
売
り
払
い
物
件

①
八
雲
地
域　

福
祉
バ
ス
（
緑
）

三
菱
ふ
そ
う　

エ
ア
ロ
ク
イ
ー
ン

　
　
　
　
　

（
定
員
42

人
）

平
成
10

年
車　

平
成
29

年
9
月
6
日
車
検
満
了

走
行
距
離
3
1
0
，
5
7
4
㎞

　
　

（
平
成
28

年
10

月
現
在
）

※
当
該
車
両
は
、
国
土
交
通
省
通

知
に
よ
る
検
査
で
、
車
両
下
部

（
床
下
部
品
）
腐
食
に
よ
り
、
現

在
運
行
停
止
中
で
す
。
通
常
運

行
に
は
フ
ロ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
メ

ン
バ
ー
（
ロ
ア
ア
ー
ム
）
等
の
交

換
修
繕
等
が
必
要
で
す
。

②
パ
ワ
ー
リ
フ
ト
付
き

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
青
）

三
菱
ふ
そ
う　

ロ
ー
ザ

（
定
員
23

人　

車
椅
子
2
席
、　

　
　
　
　
　
　

補
助
椅
子
含
む
）

平
成
10

年
車　

平
成
28

年
3
月
18

日
車
検
満
了

走
行
距
離
1
0
8
，
9
0
6
㎞

（
平
成
28

年
12

月
現
在
）

※
①
、
②
、
別
々
に
入
札
し
ま
す
。

　

な
お
、
い
ず
れ
も
転
売
は
認
め

　

ま
せ
ん
。

2
．
入
札
参
加
資
格

　

平
成
29

年
2
月
1
日
現
在
で
八

雲
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
個
人
ま

た
は
町
内
に
営
業
所
等
が
あ
る
法

人
で
、
町
税
に
滞
納
が
な
け
れ
ば

参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3
．
予
定
価
格

　

落
札
者
決
定
後
に
公
表
し
ま
す
。

4
．
申
込
受
付
期
間
等

【
受
付
期
間
】

　

平
成
29

年
2
月
1
日
（
水
）
〜

　

14

日
（
火
）

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
受
付
場
所
】

　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

【
車
両
公
開
日
】

　

平
成
29

年
2
月
15

日
（
水
）
〜

17

日
（
金
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
3
時

※
正
午
〜
午
後
1
時
ま
で
を
除
く

【
車
両
公
開
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
車
両
セ
ン
タ
ー

【
入
札
お
よ
び
開
札
】

　

平
成
29

年
2
月
21

日
（
火
）

午
後
3

時

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
第
1
会
議
室

5
．
入
札
結
果
の
公
表

　

入
札
結
果
（
物
件
、
金
額
、
氏

名
等
）
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

①エアロクイーン②ローザ

町
有
バ
ス
売
り
払
い
の
お
知
ら
せ

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が
林

退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
し
ま
す
。
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お

よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
各
種
手
続
き
（
共

済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
性
が
生

じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支

部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
1
7
0
│
8
0
5
5

　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
│
24
│
1

　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
0
3
│
6
7
3
1
│
2
8
8
7

　

5

0
3
│
6
7
3
1
│
2
8
9
0

　

林
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.rin

ta
ik

y
o
.ta

ish
o
k
u
k
in

.g
o
.jp

林
業
の

仕
事
を

し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
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※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※風呂場の有無欄に有とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに2月15日（水）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

入札（見積合わせ）結果（10月16日～1月15日）1，000，000円以上
工　事　名（委託業務名） 請負業者名 予定価格 契約金額 工　期

運動公園夜間照明分電盤等取替工事

黒岩・東雲地区防火水槽撤去工事

八雲中学校屋内運動場解体工事

旧黒岩小学校プール解体工事

町有建物住宅（豊河町）解体工事

浜松小学校保健室給湯器設置工事

出雲町C団地公営住宅解体工事実施設計業務

宮園町地区配水管布設替工事

野田生簡易水道電気計装設備改修工事

東町地区排水管新設工事

上水道管洗浄施設設置工事

八雲町ごみ固形燃料化事業基礎調査業務

熊石簡易水道西浜地区排水管布設替工事

㈲Y・B

弘産工業㈱

東陽建設㈱

東陽建設㈱

㈲小澤建設

ヤマニ坂本商店

㈱二本柳慶一建築研究所

㈲谷藤

㈲渡部電気工業

三河設備工業㈱

西谷試錐工業㈱

㈱ドーコン

㈲蜂谷工業

4,168,800

2,376,000

31,514,400

10,670,400

1,382,400

1,069,200

5,108,400

3,067,200

31,190,400

6,285,600

7,560,000

5,626,800

8,348,400

1月20日

1月10日

2月28日

1月20日

3月10日

3月10日

3月21日

H28.12.2

3月10日

H28.12.16

H28.12.16

3月22日

1月31日

4,069,440

2,289,600

30,456,000

10,260,000

1,350,000

1,047,600

4,860,000

3,002,400

28,071,360

6,134,400

7,344,000

5,184,000

8,186,400

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 風呂場の有無

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 風呂場の有無家　　賃

折戸団地（熊石折戸町52）

相沼団地（熊石相沼町387）

泊川団地（熊石泊川町867－3）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町180－4）

雲石団地（熊石雲石町224）

雲石団地（熊石雲石町243－1）

鳴神団地（熊石鳴神町215）

H13

S56

H7

S62

S57

Ｓ63

Ｈ５

H5

Ｈ6

H8

H9

S61

1

１

1

1

1

1

1

3

2

1

1

1

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 68.79G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LDK 79.79G

１棟6戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 70.53G

１棟6戸重ね建（2F） 3LＤＫ 68.79G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 68.16G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（２Ｆ・3F） 3LDK 70.99G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LDK 73.44G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 3LDK 75.01G

１棟１０戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 73.29G

１棟6戸重ね建（1Ｆ） 3LDK 70.53G

19,800円

14,500円

18,800円

14,900円

14,200円

14,400円

16,800円

20,100円

21,100円

22,100円

21,800円

15,000円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

88,300円

31,500円

51,200円

35,500円

32,700円

33,700円

36,500円

42,900円

49,000円

59,500円

62,400円

35,600円

16,000円

12,600円

13,200円

23,800円

18,800円

19,600円

～

～

～

H10

S53

S54

1

1

1

有

有

有

１棟14戸重ね建（1Ｆ） 1LDK 74.71G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟6戸2階建 3DK 65.79G

新栄町団地（栄町943）

野田生団地（野田生463－1）

野田生団地（野田生463－1）
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台
風
10

号
の
影
響
で
9
月
に
中
止
に
な
っ
た
「
木
育
の
ひ
ろ
ば
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

身
近
に
あ
る
木
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
、
イ
ス
や
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、
ま

な
板
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
自
分
の
手
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
親

子
や
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
小
学
校
2
年
生

以
下
の
お
子
さ
ん
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
2
月
11

日（
土
・
祝
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
2
時
30

分

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
内
容
】
・
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

（
お
も
ち
ゃ
、
パ
ネ
ル
展
示
、
も
ち
つ
き
な
ど
）

　
　
　
　

・
手
作
り
コ
ー
ナ
ー

（
イ
ス
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、
ま
な
板
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
）

【
対
象
】
幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
親

【
参
加
費
】
無
料（
た
だ
し
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
は
有
料
）

【
申
込
方
法
】
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
は
当
日
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

（
数
量
限
定
）

【
主
催
】
八
雲
町
地
域
教
育
力
活
性
化
推
進
協
議
会

【
後
援
】
八
雲
町
・
八
雲
町
教
育
委
員
会

　

地
域
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
人
が
集
い
、
く
つ
ろ
ぎ
、
感
動
を
伝
え
あ
う
場
づ
く
り
、
心
を

育
て
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
活
動
な
ど
を
研
修
し
ま
す
。

【
日
時
】
3
月
22

日（
水
）〜
23

日（
木
）
【
募
集
人
員
】
3
名
以
内

【
研
修
地
】
山
形
県
天
童
市
N
P
O
法
人
「
ふ
れ
あ
い
天
童
」
ほ
か

【
参
加
費
】
2
万
円
程
度（
町
よ
り
旅
費
を
助
成
し
ま
す
）

【
申
込
締
切
】
2
月
24

日（
金
）

【
そ
の
他
】
参
加
者
で
研
修
団
を
結
成
し
て
、
事
前
研
修
・
事
後
研
修

等
を
行
い
ま
す
。

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
木
育
の
広
場
、
女
性
活
動
・
地
域
づ
く
り
活
動
研
修
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課（
八
雲
町
公
民
館
内
）　

☎
0
1
3
7
│
63

│
3
1
3
1

昨年の様子

不用品交換コーナー

・ベビー用歩行器
・カーペット（7～8年前に購入、1年半使用）

ゆずります

・自転車（大人用）　・炊飯器
・リモコン付シーリングライト
・ガスコンロ　・カップボード（食器棚）
・タンス　・CDラジカセ（持ち運び用の取っ手
　がついているもの、CDの再生、早送り、巻き
　戻し、音量調整など機能が問題なく利用可能）

ゆずってください

これまでの成立件数 58件

これまでの成立件数 31件

【申請方法】企画振興課、熊石総合支所住民サービス課、
落部支所にて申請書を備え付けていますので、手続きを
行ってください。
※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。

【問い合わせ先】
企画振興課協働推進係　☎0137－62－2300

1月15日時点

広報 ���  2月号　14



八雲町本町87番地2F

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

八雲町落部130

Tel 67－2454

http://aiki929.jp

シ
ミ
抜
き 

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

洗
濯
に
、
手
作
り
天
然
薬
草
酵
素
液
を
使
用

相
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

各
コ
ー
ス 

特
殊
加
工 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

数
少
な
い
上
級
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者
の
い
る
お
店

INFORMATION  YAKUMO

　ファミリーで楽しめるスキー場です！お帰りの際はちょっ

と寄り道「長万部温泉郷（日帰り入浴400～500円）」で

ゆったりおくつろぎください！

【リフト（ロープトウ）運行時間（月曜日運休）】

・火～金曜日　　　　…午後5時～午後9時

・土、日曜日、祝日　…午前9時～午後9時

※月曜日は運休しますので、ご了承ください。

【問い合わせ先】長万部町教育委員会 ☎01377－2－2748

長万部

　町民から写真お寄せいただき、月めくりカレンダーを作成し

ました。

【販売価格】窓口販売1部300円、

　郵送販売（送料込）1部400円、2部700円、3部1,000円

　定額小為替証書で送付してください。

【販売・問い合わせ先】せたな町役場まちづくり推進課　

　　　　　　　　　　　☎0137－84－5111

　冷え性、神経痛、火傷などや美肌効果もある成分も含まれ

ているそうです。

【場所】瀬棚区本町（旧国鉄瀬棚駅跡地）

【営業時間】午前10時～午後9時まで　※第1・3月曜日定休

【入浴料】大人400円、中人140円、小人70円

【問い合わせ先】やすらぎ館　☎0137－87－3840

　「新年会特別プラン」をご用意しました。温泉に入りのん

びり気分で大宴会。10人以上でカラオケ無料です！

【場所】せたな町大成区貝取澗388番地

【宿泊料（税込）】大人8,500円、小学生6,590円、

　　　　　　　　幼児1,800円（寝具のご利用のみ）

【問い合わせ先】国民宿舎あわび山荘 ☎01398－4－5522

せたな

北檜山区
せたな町の美しい四季

SETANA TOWN CALENDAR販売中

　冬期間のスポーツ・レクリエーションを通じて地域との情報

交換、親睦交流でまちづくりを図り、スポーツ・レクリエーション

の振興と健康づくりを行うこの大会を一緒に観戦しませんか？

【開催日時】平成29年2月19日（日）午前スタート

【会場】ピリカ遺跡ふれあい歩くスキーコース（瀬棚郡今金町字美利河）

【競技種目】①8キロ（記録に挑戦）コース

　　　　　　②5キロコース（タイム計測無し）

　　　　　　③3キロコース（タイム計測無し）

【問い合わせ先】今金町教育委員会　社会教育グループ

　　　　　　　　☎0137－82－3445

今　金
北渡島檜山4町連携事業

ピリカふれあい歩くスキー大会

無料ロープトウがあります

長万部町営スキー場

瀬 棚 区

大 成 区

弱アルカリ性温泉

公営温泉浴場 やすらぎ館

身も心もリフレッシュしませんかY

あわび山荘

ネットワーク 　

「
自
分
た
ち
が
知
り
た
い
」「
講

演
を
聞
き
た
い
」「
専
門
家
の
技

術
を
学
び
た
い
」
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
次
の
条

件
を
満
た
し
た
学
習
会
で
あ
れ

ば
、
希
望
す
る
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。

①
一
般
教
養
・
趣
味
・
生
活
・
文

化
等
の
生
涯
学
習
活
動
を
目
的

と
し
た
学
習
会
・
講
演
会
等
で

あ
る
こ
と
（
た
だ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
こ
と
は
除
く
）
。

【
過
去
の
実
施
内
容
】

○
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
講
演

会
・
意
見
交
換
会

・
テ
ー
マ
「
ほ
し
い
未
来
を
自
分

で
つ
く
る
」

　

八
雲
町
を
魅
力
的
な
ま
ち
に
す

る
た
め
に
、
環
境
問
題
や
社
会
活

動
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
を
運

営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ズ

（
東
京
）
植
原
正
太
郎
さ
ん
の
講

演
会
の
後
、
参
加
者
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
八
雲
に
必
要

な
「
場
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

②
団
体
・
サ
ー
ク
ル
で
企
画
運
営

者
が
3
名
以
上
い
る
こ
と
。

③
参
加
者
：
15

名
以
上

　

※
一
般
公
募

④
参
加
費
：
無
料　

　

※
材
料
代
等
の
実
費
徴
収
可

⑤
講
師
謝
金
：
上
限
4
万
円

（
税
込
）

※
先
着
2
講
座
で
締
め
切
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
公
民
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

マ
イ
プ
ラ
ン
学
習
講
座
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

広報やくも広告募集中
①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　………………… 月額（町内業者）20,570円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　………………… 月額（町内業者）10,280円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　………………… 月額（町内業者）5,140円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　………………… 月額（町内業者）1,540円
詳しくは、企画振興課協働推進係まで
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　12月15日、飲酒の機会が増える歳末を迎え、八

雲町交通安全協会熊石支部・館平支部、八雲町交

通安全指導員会熊石支部と熊石防犯クラブによる

歳末警戒・飲酒運転追放キャンペーンが行われま

した。町内の飲食店を訪問した交通安全関係団体

役員及び熊石・相沼駐在所の松本所長、杵渕所長

らは、啓発用のタオルなどを手渡しながら、「飲

酒運転は絶対にしない、させない、ゆるさない」

を合言葉に飲酒運転の根絶を呼びかけました。

歳末警戒・飲酒運転
追放キャンペーン

飲酒運転は絶対にしない、させない、

ゆるさないY

　12月15日、ふれあい交流センターくまいし館で、

リタイア世代を対象にそば打ち体験（八雲町社会福

祉協議会主催）が開催され、参加者9名がそば打ち

に挑戦しました。そば打ちが趣味の雲石小学校齋坂

道雄校長を講師に迎え、そば粉と小麦粉を混ぜ、水

を加えていく「水回し」から、生地をこねて、めん

棒で延ばし、そば切り包丁で切りそろえて麺にして

いく一連の作業を行いました。最後にできあがった

そばを試食すると、皆満足げに会話に花を咲かせて

いました。

ふれあいサークル事業
そば打ち体験

蕎麦のように細く長くY

　1月3日、八雲地域（町民センター）と、熊石地域（ふれあい交流センターくまいし館）で、成人式が行わ

れ、華やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人が、大人としての自覚と決意を新たにしました。

平成8年4月2日～平成9年4月1日生まれの方が対象で、八雲地域では95人（対象者148人）、熊石地域では

8人（対象者16人）が参加しました。田中教育長は「人生の道のりは平坦ではないが努力を続ければ大きな

実を結ぶので頑張ってほしい」、岩村町長からは「皆さんの若い力をふるさと八雲のために役立ててほし

い」と新成人へエールを贈りました。また、新成人代表として、八雲地域では三澤康平さん、熊石地域では

田村翼さん、星野侑さんが二十歳の誓いの言葉と親や周りの人への感謝の言葉を力強く述べました。会場で

は、友人との久しぶりの再会に会話を弾ませ、記念撮影をする姿があちこちで見られました。

平成29年 八雲町成人式

新成人として新しいスタートY

たむらつばさ ほしのゆう

みさわこうへい

さいさか

みちお

きねぶち

まちのわだい
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八雲中学校　白岩優拓教諭　表敬訪問

第85回　日本音楽コンクール　作曲部門１位Y

　10月26日、第85回日本音楽コンクール（主催毎日新聞社・ＮＨＫ）にて、

八雲町立八雲中学校教諭の白岩優拓さんが作曲したオーケストラ作品

「BIRTH 0-0（ZERO）」が「作曲部門・1位」に選ばれ、12月21日、八

雲町役場に表敬訪問しました。作品は、2月24日、東京フィルハーモニー交

響楽団により、オペラシティホールで再演される予定です。白岩さんからは

「学生時代から何度も挑戦していたコンクールなので、とても嬉しいです。

これからもより良い音楽表現に精進したいと思います」また、子ども達へも

「この町で音楽と出会い学び、将来を夢見て私は八雲町から旅立ちました。

自分を信じて努力をすれば、叶わない夢などないということを伝えたい。何

事も努力が大切です。皆さんも頑張ってください」と語っていただきました。

　第一生命労働組合函館営業職支部より、12月15

日熊石保育園へ絵本７冊が寄贈されました。

　絵本は10月に開催された第一生命株式会社（函

館市）のオフィスで行われたチャリティバザーの

収益で購入されたもので、同支部からは「ささや

かではありますが、子ども達が喜んでいただけれ

ば」と話され、早速、受け取った園児たちは「早

く見たーい！」と歓声をあげ、みんなで集まり真

剣なまなざしで絵本を読んでいました。

熊石保育園へ絵本を寄贈

チャリティバザー収益金Y

　1月6日、八雲・熊石地域14分団113名の消防団

員がシルバープラザに集まり、災害や火災など地

域の安全を守る決意を新たに、消防出初式が行わ

れました。八雲町連合消防団 足立団長からは「町

民一人ひとりが災害に対する知識や対策を知るこ

とが必要。消防団が地域の防災リーダーとなって、

地域と協力し、地域防災を強化努力していきた

い」と訓示しました。また、屋内での式典では、

北海道や関係団体から表彰・感謝状の授与が行わ

れました。

平成29年
八雲町消防出初式

地域と防災連携を強化Y

　八雲と熊石両地域で新年の席書大会（町教育委員会主催）が開催されま

した。1月5日には、ふれあい交流センターくまいし館で「熊石地域児童生

徒新春書初め席書大会」が開かれ小学生～中学生まで児童・生徒27名、ま

た、1月12日には八雲町公民館で「八雲地域小中学生新年席書大会」が開

催され、児童・生徒73名が参加しました。児童生徒たちは「生きる力」

「みらい」「文化の継承」などの課題で、それぞれの持ち味を活かした作

品を完成させました。

新年席書大会（八雲地域、熊石地域）

意先筆後　個性を活かし、筆先に集中Y

あだち

しらいわまさひろ

ReportYakumo
リポート やくも
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お
知
ら
せ

　
○
八
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

様

・
八
雲
町
立
図
書
館

　

図
書
購
入
費

1
0
0
，
0
0
0
円

○
八
雲
町
観
光
大
使

　
　
　
　
　
　
　

伊
吹
吾
郎　

様

・
熊
石
小
学
校

　
　
　

二
宮
金
次
郎
銅
像　

一
式

　

〃　
　
　
　
　

校
歌
板　

一
式

・
熊
石
中
学
校　

校
歌
板　

一
式

○
佐
々
木
尚
志　

様
（
東
野
）

1
0
0
，
0
0
0
円

○
八
雲
総
合
病
院　
　
　

　

2

月
11

日
、
12

日
、
19

日
、

　
　
　

26

日

　

3
月
5
日
、
12

日
、
19

日

　

☎
0
1
3
7
│
63

│
2
1
8
5

・
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　

八
雲
基
幹
支
店

　

午
前
10

時
〜
11

時
30

分

・
国
立
病
院
機
構
八
雲
病
院

　

午
後
1
時
〜
3
時

・
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八
雲
店

　

午
後
3
時
30

分
〜
4
時
30

分

　

例
年
2
月
は
、
屋
根
の
雪
の
下

敷
き
や
、
作
業
中
に
転
落
す
る
な

ど
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
道

路
に
落
ち
る
よ
う
な
建
物
に

は
、
丈
夫
な
雪
の
す
べ
り
止
め

等
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
設
置
後
も
錆
等
の
老
朽

化
に
よ
り
壊
れ
て
落
ち
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検
し
修

繕
し
て
く
だ
さ
い
。

②
屋
根
の
雪
、
氷
等
は
、
気
温
の

上
昇
や
降
雨
に
よ
り
落
ち
や
す

く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
除

去
し
、
雪
下
ろ
し
等
を
す
る
場

合
は
、
歩
行
者
等
に
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
屋
根
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
事
故
が
な
い

か
点
検
し
、
歩
行
者
の
通
行
の

支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

④
敷
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
す

と
、
歩
行
者
等
が
迷
惑
し
ま
す

の
で
、
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
や
湯
沸
か
し
器

の
吸
排
気
筒
の
先
端
が
雪
に
埋

も
れ
る
と
、
不
完
全
燃
焼
の
原

因
と
な
る
の
で
、
除
雪
し
て
く

だ
さ
い
。

【
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
す
る
際
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
を
】

○
複
数
で
行
う

・
安
全
確
認
や
万
一
の
際
は
救
助

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
一
人
の
場
合
は
家
族
や
近
所
の

人
に
声
を
か
け
る
。

○
安
全
な
服
装
で

・
命
綱
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、

動
き
や
す
い
服
装
を
す
る
。

・
靴
に
滑
り
止
め
を
つ
け
る
等
の

工
夫
を
す
る
。

・
滑
っ
た
場
合
や
雪
の
急
落
に
備

え
る
。

○
周
囲
を
確
認

・
通
行
人
や
子
供
な
ど
に
十
分
注

意
を
す
る
。

○
晴
れ
の
日
ほ
ど
要
注
意

・
屋
根
の
雪
が
ゆ
る
ん
で
い
る
。

【
道
路
の
障
害
物
は
危
険
】

　

車
庫
前
な
ど
の
道
路
上
に
鉄
板

や
木
材
、
縁
石
な
ど
の
障
害
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
除
雪
作

業
の
障
害
や
除
雪
車
の
事
故
の
原

因
に
な
り
危
険
で
す
。

【
そ
の
他
の
注
意
事
項
】

・
屋
根
の
下
を
通
る
時
は
、
雪
や

つ
ら
ら
の
落
下
に
注
意

・
除
雪
時
の
体
調
に
注
意
し
、
無

理
な
作
業
は
し
な
い
。
除
雪
後

に
汗
を
か
い
た
ら
着
替
え
る
。

・
気
象
情
報
に
注
意
し
、
暴
風
雪

や
大
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
、
外
出
を
控
え
る
。

・
携
帯
電
話
の
携
行
を
忘
れ
な
い
。

町
へ
の
寄
附

日
曜
・
休
日
当
番
医

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　
　
　
　

3
月
6
日
（
月
）

融
雪
時
期
に
お
け
る

事
故
等
の
防
止
に
つ
い
て

救急自動車を
更新（購入）しました

　今年度、更新（購入）を予定していた救急自

動車が、平成28年12月15日、熊石消防署に

配備されました。

　この車両は高規格救急自動車で、最新の資

機材を備えており、近年、救急業務も多様化し

ている中、安全かつ円滑な救急活動が図られ

るようになりました。
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カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
ガ
ス
コ
ン

ロ
等
を
正
し
く
使
用
し
て
い
ま
す

か
？
使
用
す
る
前
に
以
下
の
こ
と

を
確
認
し
、
安
全
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

①
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
お
お
う
よ

　

う
な
大
き
な
調
理
器
具
は
使
用

　

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
や
焼
き

　

物
器
な
ど
、
他
の
熱
源
の
上
や

　

近
く
に
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・

　

ボ
ン
ベ
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

　

い
。

③
セ
ラ
ミ
ッ
ク
付
き
焼
き
網
は
使

　

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

　

の
近
く
な
ど
、
高
温
に
な
る
場

　

所
に
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
ボ
ン

　

ベ
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
２
台
以
上

　

並
べ
て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

　

い
。

⑥
炭
の
火
お
こ
し
は
危
険
で
す
の

　

で
お
や
め
く
だ
さ
い
。

⑦
調
理
中
は
決
し
て
そ
の
場
を
離

　

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
離
れ
る

　

際
は
、
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
予
防
第
1
・
2
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署
予
防
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

消
防
本
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

2
月
10

日
（
金
）
、
24

日
（
金
）

　

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30

分
）

※
午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
付

　

が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

※
予
約
制
・
先
着
順

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

相　
　

談

フロン排出抑制法の
遵守をお願いします

【フロン排出抑制法とは】

　平成27年4月１日より「フロン排出抑制法」が施行されました。

　同法は、業務用エアコンや冷凍・冷蔵機のうち、冷媒としてフロン類が使用されている機器（第一種

特定製品）の管理者（使用者など）を対象に、フロン類の「使用の合理化（フロン類の使用抑制）」や「管理

の適正化」のための判断基準について遵守を求める内容となっています。

【対象となる機器】

　業務用エアコン・冷凍空調機器（第一種特定製品）

【法律で定められている必要なこと】

　利用されている事業所については、下記の点検、適切な場所への設置、フロン類漏えい発見時の対

応、点検等の履歴の保存など、同法の適正な施行についてご協力をお願いします。

　・簡易点検～すべての第一種特定製品を対象とした、目視などの簡易的な点検の実施

　（3か月に1回以上）

　・定期点検～一定の第一種特定製品について、専門知識を有する者による定期的な点検の実施

【出前説明会講座を開催しています】

　北海道庁では、事業者等が参加する各種会合などで、同法制度の説明会として「出前説明会講座」を

開催していますので、要望がある場合は下記問い合わせ先までご連絡ください。

【問い合わせ先】

　北海道環境生活部環境局低炭素社会推進室 計画推進グループ　☎011－204－5190（直通）

事業
所の

皆さ
まへ

7.5kW以上の冷凍冷蔵機器

50kW以上のエアコン

7.5kW以上50kW未満のエアコン

1年に1回以上

1年に1回以上

3年に1回以上

機器の圧縮機に用いられる電動機の定格出力 定期点検の頻度
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
予
防
第
1
・
2
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署
予
防
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
次
に
よ
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
写
真
を
貼

付
の
う
え
必
要
事
項
を
記
入
（
自

筆
）
し
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹

介
状
を
添
え
て
、
総
務
課
人
事
厚

生
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

【
申
込
期
限
】

　

平
成
29

年
2
月
23

日
（
木
）

午
後
5
時
15

分
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
試
験
予
定
日
】

　

平
成
29

年
3
月
2
日
（
木
）

（
集
合
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
）

◎
消
防
設
備
士
試
験

（
第
6
回
）

【
試
験
場
所
】
札
幌
市

【
試
験
日
】

　

平
成
29

年
3
月
25

日
（
土
）

　

乙
種
（
第
4
・
6
・
7
類
）

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請
：

　

平
成
29

年
2
月
17

日
（
金
）

　

〜
2
月
24

日
（
金
）

・
電
子
申
請
：

　

平
成
29

年
2
月
14

日
（
火
）

　

〜
2
月
21

日
（
火
）

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
第
6
回
）

【
試
験
場
所
】
札
幌
市

【
試
験
日
】

　

平
成
29

年
3
月
25

日
（
土
）

　

乙
種
第
4
類
、
丙
種

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請
：

　

平
成
29

年
2
月
17

日
（
金
）

　

〜
2
月
24

日
（
金
）

・
電
子
申
請
：

　

平
成
29

年
2
月
14

日
（
火
）

〜
2
月
21

日
（
火
）

消
防
設
備
・

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
・
講
習

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

募　
　

集

《
町
有
バ
ス
運
転
手
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
大
型
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

　

歳
未
満
の
方

【
勤
務
場
所
】

　

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
29

年
4
月
1
日
〜

　
　
　

平
成
29

年
9
月
30

日

（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

※
必
要
に
応
じ
て
土
・
日
曜
日
の

　

勤
務
も
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
7
時
15

分
〜
午
後
4
時

※
業
務
内
容
に
よ
っ
て
は
変
更
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
添
付
書
類
】

　

自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

【
業
務
内
容
】

　

町
有
バ
ス
の
運
転
業
務

【
賃
金
】
日
額
7
，
4
0
0
円

【
特
別
賃
金
】
93

日

※
初
年
度
は
減
額
に
な
り
ま
す
。

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・

　

雇
用
保
険
・
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」（
平
成
28

年
6
月
2
日
閣
議
決

定
）
に
お
い
て
65

歳
以
降
の
継
続
雇
用
延
長
や
65

歳
ま
で
の
定
年
延

長
を
行
う
企
業
等
に
対
す
る
支
援
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を

受
け
、
65

歳
以
上
へ
の
定
年
引
き
上
げ
等
を
行
う
企
業
に
対
し
て
重

点
的
に
支
援
を
行
い
、
希
望
者
全
員
が
安
心
し
て
働
け
る
雇
用
基
盤

を
整
備
し
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
構
築
を
図
る
た
め
の
助
成
金
「
65

歳

超
雇
用
推
進
助
成
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28

年
10

月
19

日
以
降
に
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
に
次
の

制
度
を
規
定
し
、
制
度
を
実
施
し
た
場
合
に
助
成
（
以
下
、
導
入
が

必
要
な
制
度
規
定
と
助
成
金
の
金
額
）
。

①
65

歳
へ
の
定
年
引
き
上
げ 

﹇
助
成
金
1
0
0
万
円
﹈

②
65

歳
以
上
へ
の
定
年
引
き
上
げ
、
ま
た
は
定
年
の
定
め
の
廃
止 

﹇
助
成
金
1
2
0
万
円
﹈

③
希
望
者
全
員
を
66

〜
69

歳
ま
で
継
続
雇
用
す
る
制
度
の
導
入 

﹇
助
成
金
60

万
円
﹈

④
希
望
者
者
全
員
を
70

歳
以
上
ま
で
継
続
雇
用
す
る
制
度
の
導
入 

﹇
助
成
金
80

万
円
﹈

※
①
〜
④
の
複
数
の
制
度
を
合
わ
せ
て
導
入
し
た
場
合
は
最
も
高
い

　

額
の
み
支
給

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人  

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
支
援
機
構  

北
海
道
支
部

　

☎
0
1
1
│
6
2
2
│
3
3
5
1

65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
（
1
事
業
主
に
つ
き
1
回
限
り
）

「
65
歳
超
雇
用
推
進

  

助
成
金
」
の
お
知
ら
せ

65
歳
以
降
の
定
年
の
引
き
上
げ
や
、

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
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■
本
年
1
月
に
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
、
鳴
本
翼
（
な
る

　

も
と
つ
ば
さ
）
と
申
し
ま
す
。

■
私
は
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
岡
山
県
の
小
さ
な
島
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
そ
の
後
、

大
学
に
進
学
す
る
ま
で
を
広
島
県
と
大
阪
府
、
大
学
・
大
学
院
生
時
代
を
東
京
都
で
過

ご
し
ま
し
た
。
司
法
試
験
に
合
格
し
て
か
ら
は
、
和
歌
山
県
で
1
年
間
す
ご
し
た
後
、

香
川
県
で
弁
護
士
を
し
て
い
ま
し
た
。

■
こ
の
よ
う
に
私
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
を
転
々
と
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
ふ
と
、

「
そ
う
い
え
ば
北
国
で
生
活
し
た
こ
と
が
な
い
な
ぁ
」
と
思
い
立
ち
、
そ
の
勢
い
の
ま

ま
に
北
日
本
（
…
と
い
っ
て
も
、
当
初
は
東
北
・
北
陸
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
）
を
法

テ
ラ
ス
の
赴
任
希
望
地
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
想
定
を
ほ
ん
の
少
し
通
り

越
し
て
、
こ
の
た
び
、
こ
こ
、
八
雲
町
へ
の
赴
任
が
決
定
し
た
の
で
す
。

■
雪
国
で
の
生
活
は
、
初
め
て
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、
凍
結
し
た
道
路
や
車
の
雪
下

ろ
し
な
ど
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
も
う
少
し
生
活
に
慣
れ
た
ら
、
道
南
の
美
味
し
い
お
酒
や
食
材
を
探
し
た
り
、
温

泉
め
ぐ
り
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
も
楽
し
め
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
（
オ
ス
ス
メ
の
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
教
え
て
く
だ
さ
い
）
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
一
定
の
資

力
要
件
を
満
た
す
方
は
、
3
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少

し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務

所
（
1

0
5
0
│
3
3
8
3
│
8
3
6
6
）
」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
1

0
5
0
│
3
3
8
3
│
5
5
6
3
）
」

で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

56

は
じ
め
ま
し
て

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

鳴
本　
　

翼

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

八雲警察署からお知らせ

サイバー空間の脅威に対する社会全体の対処能力の強化
～ネットの影に潜むサイバー犯罪  あなたを守るサイバーセキュリティ～

　近年、ネットバンキングに係る不正送金事案や
オンラインショップ詐欺、システムの強制アクセ
ス制限をする不正プログラム「ランサムウェア」
の蔓延等、国民生活を脅かすサイバー犯罪の危険
性が社会全体で大きく取り上げられています。
   サイバー犯罪の被害に遭わないように次の対策
を実施しましょう。
○パソコンやスマートフォンにはウイルス対策ソ

フトをインストールする
○パソコンの基本ソフト（OS）やウイルス対策

ソフトは常に最新の状態にしておく
○身に覚えのない添付ファイルやＵＲＬはクリッ

クしない
○不必要なプログラムや信頼のおけないサイトか

らプログラムをダウンロードしない
○ＩＤやパスワードは自分自身でしっかり管理し、

他人に教えない、盗まれない
○オンラインショップでの買い物では、そのサイ

トが本物かどうかよく確認する

○ネットバンキングでは、ワンタイムパスワード
等のセキュリティシステムを利用し、いつもと
違う手順でＩＤやパスワードの入力を求められ
た時は、決して入力せず、電話を使って取引銀
行に問い合わせをする

　情報セキュリティは、一つの対策を講じれば大
丈夫というわけではありません。複数の対策を併
用してインターネットを利用しましょう。

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

な
る
も
と

つ
ば
さ
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〈
広
告
〉

公的年金等の源泉徴収票の
発送について

みんなの年金ガイド
知っ
て

おき
たい

○公的年金等の源泉徴収票は確定申告に必要です
　・平成28年中に厚生年金保険、国民年金等の老齢または退職を支給事由とする年金を受けとられた

皆さまに、平成28年分として支払われた年金の金額や源泉徴収された所得税額等をお知らせする

『平成28年分公的年金等の源泉徴収票』を日本年金機構からお送りします。

　・『公的年金等の源泉徴収票』は、所得税および復興特別所得税の確定申告（住所地を管轄する税務

署で受付）の際の添付書類等として必要となりますので大切に保管してください。

○源泉徴収票送付スケジュール
　・平成29年1月13日（金）～19日（木）にかけて、順次発送されています。

○源泉徴収票の再交付の受付
　・源泉徴収票の再交付の受付は、 ねんきんダイヤルで平成29年1月4日より承っております。

　　→ねんきんダイヤル： ☎0570－05－1165

　　→050で始まる電話でおかけになる場合： ☎03－6700－1165

　・再交付のみの申請の場合は、ご本人の基礎年金番号、氏名、生年月日、住所と、電話をおかけに

なった方の氏名、ご本人との続柄、電話番号の確認があります。

　　なお、源泉徴収票は、日本年金機構に登録されているご本人の住所宛へ郵送となります。

　　また、電話による再交付の場合は、発送まで2週間程度かかりますので、お急ぎの方は、お近く

の年金事務所または街角の年金相談センターでご相談ください。

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル　　10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など　国民年金課　　10138－56－1165

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど　お客様相談室　10138－82－8002

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番）　　　　　　10137－62－2112（内線245）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課　　　　　　　101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

今月の年金相談

2月16日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

第1・2会議室

完全予約制
2月10日（金）までに申し込みください
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公

民

館

み
ん
な
の

◆申し込み・問い合わせ先　社会教育課（八雲町公民館内）10137─63─3131

参
加
者
大
募
集
！

第
　

回
八
雲
町
青
年
問
題
研
究
集
会

　

私
た
ち
の
住
む
地
域
や
社
会
で
起
き
て
い
る

こ
と
が
自
分
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
な
ど
、
こ
の
機
会

に
じ
っ
く
り
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
交
流
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
こ
と
、

ま
ち
の
こ
と
を
一
緒
に
話
し
ま
し
ょ
う
！

　

記
念
講
演
の
み
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

〇
2
月
25
日（
土
）

・
記
念
講
演（
午
後
7
時
〜
9
時
）

「
考
え
て
み
よ
う
！
私
た
ち
に
身
近
な
憲
法（
仮
）」

　

講
師　

渡
部
敏
広
弁
護
士

（
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
）

・
意
見
交
流（
午
後
9
時
〜
10
時
）

〇
2
月
26
日（
日
）

・
分
科
会　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

　

①
仕
事  

②
教
育  

③
幸
せ

・
全
体
会　

午
後
3
時
〜
4
時

【
会
場
】
八
雲
町
公
民
館

【
参
加
費
】
・
1
日
目
：
意
見
交
流
以
降
参
加

1
，
0
0
0
円

　
　
　
　
　

・
2
日
目
：
昼
食
代　
　

5
0
0
円

※
た
だ
し
講
演
の
み
の
方
は
無
料

【
参
加
対
象
】

　

青
年
お
よ
び
青
年
の
生
き
方
に
関
心
の
あ
る
方

【
申
込
方
法
】
2
月
17
日（
金
）ま
で
に
公
民
館
へ

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
主
管
】
青
年
問
題
研
究
集
会
実
行
委
員
会

　

お
ひ
な
様
を
展
示
し
ま
す

　

や
く
も
レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
で
は
、
全
国
各

地
の
お
ひ
な
様
や
手
作
り
の
お
ひ
な
様
を
展
示

し
ま
す
。
2
月
26

日
に
は
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
八
雲
町
郷
土
資
料
館
で
所
蔵
し
て
い

る
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
ひ
な
人
形
も
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
ひ
な
祭
り
の
歴
史
や
伝
統
に

つ
い
て
も
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
2
月
12
日（
日
）〜
3
月
3
日（
金
）

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分
ま
で

【
会
場
】

　

梅
雲
亭（
八
雲
町
末
広
町
1
5
1
番
地
）

※
梅
村
庭
園
は
冬
期
間（
1
月
〜
3
月
）閉
園
し

　

て
い
ま
す
が
、
ひ
な
人
形
を
展
示
し
て
い
る

　

期
間
は
特
別
に
開
館
し
ま
す
。

※
2
月
26

日（
日
）に
は
、
や
く
も
レ
デ
ィ
ー
ス

　

ネ
ッ
ト
に
よ
る
甘
酒
、
折
り
紙
、
記
念
写
真

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
ご
自
宅
に
あ
る
お
ひ
な
様
や

　

手
作
り
の
お
ひ
な
様
を
飾
っ

　

て
く
だ
さ
る
方
も
大
募
集
し

　

て
い
ま
す
。

【
主
催
】

　

や
く
も
レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト

　

八
雲
町
郷
土
資
料
館

　2月は「ムービーメーカー講座」を開講します。お手持ちの写真データを使って、スライドショー（動画）を作ってみませ
んか。お子さんの成長記録ムービーや、家族や仲間と行った旅行の思い出ムービーも作れます。会社でのプレゼン資料
や、学校での行事ムービーづくりの「練習」としてもいかがでしょうか。毎回大好評の講座です。受講申し込みは、公民館
（☎0137－63－3131）までご連絡ください。

　毎月第2、第4木曜日は町民ITサポートセンターの日です。町民のパソコンのトラブルやお悩みに無料で相談に
応じます。パソコンの持ち込みや電話での相談も受け付けますのでお気軽にご利用ください。

ＩＴ町民サポートセンター

生涯学習パソコン講座

八雲町公民館２階　パソコン室　10137－６３－３１３１（内線３０４）

はぴあ八雲１階　情報交流室　10137－６８－２２２８（内線１２）
午後7時～9時

時　間　帯

内容
および
日程

内容
および
日程

1,200円

日　　　　程 受講料コース名

会場・電話番号

デジカメ写真と音楽を使って、電子アル
バム（スライドショー）のDVDビデオを
作成します。

内　　　　容

日　　程

2月9日（木）

2月23日（木）

2月13日（月）、14日（火）、15日（水）
午後7時～9時30分
【定員】10名
【会場】八雲町公民館パソコン室

ムービーメーカー
講座

33
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図書館に行こうY
■八雲町立図書館　　　1０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～※午後６時
　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始

■熊石総合支所図書室　1０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

図
書
館
だ
よ
り

《
お
は
な
し
の
へ
や
》

・
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
」

　

2

月
8

日
（
水
）・
22

日
（
水
）

　

午
後
4
時
〜
4
時
30

分

《
集
会
室
》

・
お
た
の
し
み
こ
う
さ
く
会

　

「
び
っ
く
り
ば
こ
」

　

3

月
11

日
（
土
）
午
後
2
時

・
お
た
の
し
み
ど
う
わ
の
日

　

2

月
18

日
（
土
）
午
後
2
時

「
童
話
サ
ー
ク
ル
ぴ
い
た
あ
★
ぱ

ん
」
に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ
や

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
向
け

　
3

月
11

日
（
土
）
午
後
1
時

・
大
人
向
け

　
2

月
25

日
（
土
）
午
後
2
時

◆
八
雲
地
域　

2

月
7

日
（
火
）

午
前
9
時
30

分
〜
11

時

（
9
ヶ
月
相
談
）

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

※
9
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
手

　

渡
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
向
け
行
事

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
映
画
会
（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

12
月
21
日（
水
）

　
　
　
　
　

次
回
は
下
記
参
照 本の返却は、どちらでも受付します

北
の
学
芸
員
と
っ
て
お
き
の

《
お
宝
ば
な
し
》

満
潮

北
海
道
博
物
館
協
会

学
芸
員
職
員
部
会

　

北
の
大
地
に
根
付
く
ユ
ニ
ー
ク
な

自
然
・
産
業
・
文
化
の
あ
れ
こ
れ
。

北
海
道
の
博
物
館
・
資
料
館
の
専

門
家
た
ち
が
熱
く
語
っ
た
〝
お
ら
が

町
の
ち
ょ
っ
と
イ
イ
話
〞〝
自
慢
の

所
蔵
品
〞の
数
々
。
八
雲
発
祥
の
木

彫
り
熊
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

　

人
に
迎
合
し
、
喜
ば
せ
る
こ
と
が

生
き
が
い
の
眉
子
。
自
意
識
過
剰

な
大
学
生
茶
谷
は
眉
子
に
一
目
ぼ

れ
を
し
、
彼
女
の
夫
に
取
り
入
り
、

眉
子
に
近
づ
く
。
眉
子
。
茶
谷
。
眉

子
の
夫
。
3
人
の
関
係
は
？
。

今月のオススメ本

朝
倉
か
す
み

今月の新刊本

◎毎週入る新刊図書は、町ホームページ八雲町立図書

館のページより「新刊案内」をご覧ください。また、

パソコンを通して町立図書館の蔵書を検索・予約するこ

とができます。

◎「やくも朗読サークル」の方々が「広報やくも」を

吹き込みした「広報やくも朗読ＣＤ」を貸出しています。

そのほか、北海道新聞のコラム「卓上四季」朗読 CD

もありますので、ご利用ください。

　2月11日（土・建国記念の日）は、午前10
時～午後5時まで祝日開館します。ぜひご利
用ください。

● 祝日開館のおしらせ ●

エントランスホールの催し

小学生・中学生人権ポスター
コンテスト作品展
2月14日（火）～27日（月）

　自宅で読み終えた本や不用となった本はあ

りませんか？事前に募集し、古本市を開催し

ます。

【本の募集期間】

　2月14日（火）～3月8日（水）

　※図書館へ本をお持ちください。

【募集する本】

　自宅で読み終えた本や不用となった本。

（ただし、全集・百科事典・破損本・汚損　

　本・雑誌・コミックは除きます）

【古本市の開催日】※開館中入場できます

　期間：3月11日（土）～26日（日）

【場所】エントランスホール

図書館一口メモ

古本市のお知らせ
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スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

第
11

回

町
民
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

　
　
　
　

 

（
昨
年
度
の
様
子
）

☆
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場
の

　
　
　

営
業
時
間
に
つ
い
て

☆
第
1
回
北
渡
島
檜
山
4
町

　

（
せ
た
な
・
今
金
・
長
万
部
・
八
雲
）

　

地
域
連
携
推
進
事
業

【
2
月
28
日
ま
で
】

　

午
前
10

時
〜
午
後
9
時

【
3
月
1
日
〜
12
日
（
最
終
日
）
】

（
平
日
）
午
後
5
時
〜
9
時

（
土
･
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
9
時

※
リ
フ
ト
の
営
業
は
午
後
8
時
45

　

分
ま
で
。

※
最
終
日
の
3
月
12

日
は
、
リ
フ

　

ト
が
無
料
開
放
さ
れ
ま
す
。

◎
第
　

回
町
民
歩
く
ス
キ
ー

　

の
集
い

【
日
時
】
2
月
26

日
（
日
）

午
前
10

時
〜

【
場
所
】

　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
内

特
設
コ
ー
ス

【
対
象
】
小
学
3
年
生
以
上

【
内
容
】

　

歩
く
ス
キ
ー
の
滑
走
方
法
の
講

習
後
コ
ー
ス
を
周
回
。
昼
食
は
、

野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。

【
用
具
】

　

歩
く
ス
キ
ー
用
具
は
、
主
催
者

で
用
意
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

2
月
22

日
（
水
）
ま
で
に
参
加

料
大
人
1
，
0
0
0
円
、
高
校
生

以
下
5
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）

を
添
え
て
、
総
合
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
（
総
合
体
育
館
前
発
着
）
。

◎
今
金
町
ピ
リ
カ
ふ
れ
あ
い

　

歩
く
ス
キ
ー
大
会

【
日
時
】
2
月
19

日
（
日
）

  

午
前
9
時
30

分
〜

【
参
加
料
】
大
人
1
，
5
0
0
円

　
　
　
　
　

小
人
1
，
0
0
0
円

【
場
所
】
ピ
リ
カ
遺
跡
ふ
れ
あ
い

　

歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス

【
対
象
】
小
学
生
以
上

【
申
込
期
限
】
2
月
10

日
（
金
）

◎
バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー

【
日
時
】

（
指
導
の
部
）
2
月
24

日
（
金
）

午
後
7
時
〜
9
時

（
交
流
の
部
）
2
月
25

日
（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午

【
場
所
】
せ
た
な
町
民
体
育
館

【
参
加
料
】
1
名
2
0
0
円

（
保
険
料
含
む
）

【
対
象
】

・
24

日
：
指
導
者
、
学
校
関
係
者
等

・
25

日
：
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
に

　
　
　
　

 

所
属
す
る
小
学
生

【
申
込
期
限
】
2
月
10

日
（
金
）

 
 

両
行
事
と
も
無
料
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

◇
第
3
回
夜
間
ス
キ
ー
教
室

　

2
月
15

日
（
水
）
〜
16

日
（
木
）

◇
第
2
回
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
ー
ル
教
室

　

2
月
18

日
（
土
）

◇
第
2
回
ジ
ュ
ニ
ア
講
習

　

2
月
19

日
（
日
）　

　

（
午
前
）
講
習
・
（
午
後
）
検
定

◇
一
般
講
習

　

2
月
25

日
（
土
）（
午
前
・
午
後
）

◇
第
2
回
級
別
テ
ス
ト

　

2
月
26

日
（
日
）

　

（
午
前
）
講
習
・
（
午
後
）
検
定

◇
特
別
無
料
企
画
ス
キ
ー
講
習

　

3
月
12

日
（
日
）

【
期
間
】
2
月
9
日
〜
3
月
23

日

　

毎
週
木
曜
日
、
計
7
回

【
指
導
者
】
（
公
財
）
日
本
体
育

　

協
会
公
認
水
泳
指
導
員
ほ
か

【
受
講
料
】
1
，
5
0
0
円

（
保
険
料
含
む
）

【
申
込
方
法
】

　

2
月
4
日
（
土
）
の
午
後
2
時

か
ら
、
温
水
プ
ー
ル
受
付
窓
口
で

行
い
ま
す
。

◇
幼
児
・
小
学
生
『
わ
か
あ
ゆ
教
室
』

【
対
象
】

　

顔
つ
け
が
で
き
て
潜
れ
る
年
長

の
幼
児
、
小
学
1
年
生
、
2
年
生

（
定
員
15

名
）

※
幼
児
は
保
護
者
の
付
添
必
須
。

【
内
容
】
水
泳
の
基
本
練
習

【
時
間
】
午
後
6
時
15

分
〜
7
時

◇
小
学
生
『
と
び
う
お
』
教
室

【
対
象
】
面
か
ぶ
り
キ
ッ
ク
・
面

か
ぶ
り
ク
ロ
ー
ル
で
7
ｍ
以
上
泳

げ
る
小
学
生
（
定
員
20

名
）

【
内
容
】

　

ク
ロ
ー
ル
の
息
継
ぎ
、
手
の
動

き
を
練
習
し
ま
す
。

【
時
間
】
午
後
7
時
〜
7
時
45

分

■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１

　【開館時間】　午前 ９時30分～午後９時

　　　※日曜日・祝日は午後５時まで

　【休 館 日】　月曜日､年末年始

■熊石教育事務所　　1０１３９８－２－３１１１

☆
教
育
委
員
会
主
催
事
業

☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

〔
総
合
体
育
館
〕

◎
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

交
流
大
会

　

2

月
26

日（
日
）午

前
9
時
30

分
〜

◎
第
67
回
町
民
体
育
大
会剣

道
大
会

　

3

月
5

日（
日
）

午
前
10

時
〜

◎
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

3

月
19

日（
日
）午

前
9
時
30

分
〜

☆
ス
キ
ー
協
会
主
催
事
業

☆
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル

　
　
　

水
泳
教
室
の
ご
案
内
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